
「鍛える国語教室」研究会（略称，鍛国研）第４回全国大会（愛媛大会）～第 18回名人に学ぶ教育講座～ 

『海の命』（国語科小６教材）の鑑賞指導 

日時 平成 24年８月２日（木）13:00～13:35（35分） 

児童 小学６年生 13名／授業者 柳谷直明（北海道三笠市立三笠小教頭） 
 
１ 教材名 ９ 物語を読んで，考えを深めよう 海の命（光村国語６ 創造） 

２ 本時の指導事項 

（１）鑑賞（言語活動）を通して，起承転結，山場，比喩，描写，心情，葛藤，      

主題（「学習用語」）を習得させる。 

（２）討論（言語活動）を通して，メモ，立場，根拠，反論，再反論（「学習用語」） 

を習得させる。 

３ 本時の展開 
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１ 学習意欲の喚起 

「物語の読み方を分か

るようになりたい。」 

２ 鑑賞 

行空けは５箇所である。

したがって，６場面の構成

である。 

山場は場面５である。こ

こが一番盛り上がるから

だ。太一の葛藤が有る。 

父を殺した九絵との出

合いが夢だった。 

九絵を描写している。 

３ 討論 

これまでの殺生と九絵

の殺生との違いに気づく。

九絵を殺すべきではない。

なぜなら，無意味な殺生だ

からである。 

４ 主題 

無意味な殺生は悪。父と

思い，太一は命を守った。 

１ 学習意欲の喚起 

 物語の読み方を 35 分間で身

に付く。楽しみだろう。 

２ 焦点精査 

行空けを探す。いくつあるか。 

物語は起承転結の構成が多

い。転が山場になる。この作品

の山場は何場面かを決める。 

今日は場面５だけを精査す

る。（焦点場面だけの精査なので

「焦点精査法」と呼んでいる。） 

「夢」とは何か。考えながら

読み進める。分かったら挙手。 

「青い宝石の目」とは何か。 

「青い目」とは何か。「青い目」

で別な何かを喩えている。比喩

の一種。九絵を描写している 

３ 討論 

太一の葛藤を読ませる。 

４ 主題 

「無意味な殺生を回避し命を

守った太一の勇気」を読ませる。 

伏線部等

は省略する。

学校で再び

詳細に学べ

ばよいから

である。 

「焦点精

査法」は多く

ても１教材

を５時間程

で 終 え る 

指導法であ

る。『鍛える

国語教室』17

号に詳しい。 

討論で葛

藤させ，太一

の葛藤を追

体験させる。 

記述させ，

学力形成を

全員に保障。 
 
４ 本時の評価 文学の鑑賞を通して｢学習用語｣を明示，指導し，行為させたか。 


